
出水時には、可動式止水壁を引き上げ、
スイングゲートを閉鎖します。

嵐山近辺の治水対策の概要

○ 嵐山近辺では、近年、浸水被害が頻発しており、治水対策が必要となっています。
○ 今後、平成16年台風23号規模の洪水を安全に流下させることを目標として、段階的に整備を行います。
○ 治水対策の内容としては、【可動式止水壁による左岸溢水対策】、【一の井堰改築】、【堰改築を含む派川改修】の
3つがあります。

○ これら3つの対策のうち、まずは【可動式止水壁による左岸溢水対策】を先行して行います。

洪水を安全に流下させるため、渡月橋から上流約２６０ｍの区間に可動式止水壁を設置し、上流端にスイングゲートを設置します。止水壁の平常時の高さは、現況と同程度です。

平常時

可動式止水壁による左岸溢水対策の概要

概略工程（左岸溢水対策のみの工程です。一の井堰改築や派川改修は、さらに将来となります。）

左岸溢水対策の工事は、約３ヵ年で実施予定です。工事進捗状況や気象状況等により、工程が変更になる可能性があります。

「可動式止水壁」とは？
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可動式止水壁は、平常時には桂川と嵐山の景観を阻害せず、出水時に可動
部（扉体）を引き上げ、溢水を防止する施設です。操作は、可搬式の油圧ユ
ニットにより、ピストンロッドを立ち上げ可動部を引上げます。

断面イメージ図 ２年目の工事
可動式止水壁を設置します。

１年目の工事
可動式止水壁を設置するための、
護岸基礎を設置します。

３年目の工事
意匠(川表の自然石）と
歩道の整備を行います。

▽計画高水位

▽平常時の水位

※洪水時の水位

１年目：護岸基礎工事
２年目：可動式止水壁設置工事
３年目：意匠及び歩道整備

スイングゲートの完成イメージ可動式止水壁の完成イメージ
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可動式止水壁の設置は完了しており、今回工事では、
石積・石張の意匠工事を行います。

スイングゲートの設置は、完了しており
今回工事では、石張の意匠工事を行います。
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